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詳しい予算の内容は「広報あいづばんげ」または会津坂下町ホームページをご覧ください。

令和７年度予算

84 億 1,000 万円
前年度から 7 億２千万円増

予算から町の未来が見える
一般会計

重点事項１

重点事項 3

重点事項２

重点事項 4

人口減少対策人口減少対策

公共交通対策公共交通対策

担い手確保対策担い手確保対策

ＤＸの推進ＤＸの推進

4 事業　4,433 万円

１事業　7,270 万円

５事業　9,515 万円

１事業

特別会計

企業会計

47億8,601万円

15億786万円

（万円未満四捨五入）

会　計 令和７年度予算 前年比

特別会計

国民健康保険 18億9,620万円 833万増

介 護 保 険 24億1,469万円 1,507万増
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 2億3,518万円 1,284万増

坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 2億3,994万円 4,145万増

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 4億8,557万円 1,365万減

資 本 的 収 入 6,067万円 1億　612万減

下 水 道
事業会計

収 益 的 収 入 4億2,470万円 1億1,669万減

資 本 的 収 入 5億3,692万円 1億　937万増

物価高騰の対応をはじめ、本
年度策定の実施計画に基づき、
各種政策・施策に取り組むため
の予算編成となっています。

○交流人口対策事業
　町の魅力発見、体験ツアーを実施
○関係人口対策事業
　ＳＮＳの活用や移住フェアへの参加
　新規：移住定住専用ＳＮＳの活用
○定住人口対策事業
　住宅取得支援事業や空き家の利活用事業
○結婚支援事業
　新生活の経済的負担軽減、出会いの場の創出

通学路線の確保と地域生活路線バスの維持に
努める。また、高齢者へのバス券補助により利
用促進を図る。

新規：新たな交通手段の導入

○介護・生活支援の担い手育成事業
○担い手育成・確保事業
　新規：農業者の労働力確保支援
○中小企業・小規模事業者支援事業
　新規：中小企業経営安定資金の拡充
　　　　地域経済循環創造事業の実施
○観光物産協会運営支援事業

伝統的な祭りの維持・活性化、魅力的なイベ
ントの実施

○若者による地域づくり活動推進事業

ＤＸ計画を策定し、デジタル技術を各種の手
続等に導入することにより、住民サービスの向
上と事務作業の効率化を図る。
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国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

討論

令和11年度に県下で
税率が統一される。

当町の税率はどのくらい
の位置にあるのか。

認知症サポーターをど
のように活用していくの

か。

当町はおおよそ中間の位置にあ
ります。そのため、統一後の税率

は少し上昇する可能性があります。
上昇した場合には、基金を活用し

て急激な上昇を抑えたいと考えてお
ります。

チームオレンジを結成し、地域
全体で認知症への理解を広める活

動をしていきます。
また、症状が重くならないよう、

予防運動をやっていきたいと考えて
おります。

小畑　博司
議員

山口 　享
議員

生活
課長

生活
課長

〜令和７年度　会津坂下町一般会計予算〜

問

問

答

答

町はどこにお金をかけ　何を目指そうとしているのか

水野委 員 長（左）
物江副委員長（右）

※チームオレンジ
　認知症サポーターが、認知症の人やその家族の支援ニー
ズを具体的な支援につなげる仕組み

令
和
７
年
度
当
初
予
算
は

本
年
度
策
定
し
た
後
期
基
本

計
画
を
確
実
に
実
現
し
て
い

く
た
め
の
予
算
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
効
果
的
に
実
施
・
継
続

し
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の
幸
福
度
が

高
ま
る
こ
と
を
期
待
出
来
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
財
政
健
全
化
の
重
点
的

な
取
り
組
み
は
令
和
６
年
度
で
終
了

し
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
の
成
果
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
日
々
変
化
す
る
情
勢
に
も
対
応

し
な
が
ら
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
調
整
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
賛

成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

青
木
美
貴
子 

議
員

質
疑
応
答
で
、
み
な
し
道

路
の
処
理
が
大
変
遅
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
み
な
し
道
路
事
業
を
効
果
的

に
処
理
す
る
こ
と
は
、
一
般
車
両
の

通
行
は
も
と
よ
り
、
災
害
対
策
・
緊

急
自
動
車
の
進
入
に
大
き
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。
次
年
度
に
お
い
て
事
業

の
計
画
策
定
と
、
事
業
の
迅
速
な
進

行
の
検
討
を
お
願
い
し
賛
成
し
ま

す
。

五
十
嵐
一
夫 

議
員
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一  般  会  計

予算特別委員会は３月14日に開催され、多くの質疑応答が行われました。
主なものを要約してご紹介します。

モニターツアー・
婚活イベントの内容
は。

ふるさと納税の
寄附金は、経費等

を除いた場合どれく
らい使えるのか。

コミュニティバ
スの運行が始まる

が、規模はどのくら
いか。

町物産PR・集客
イベントの内容は。

町営住宅の改修
について、修繕が多
いのはどこの町営住
宅か。また修繕の傾
向は。

モニターツアーは首都圏の移住を目的
とする人を対象とし、町の風土や雰囲気

を感じてもらうため、２回実施する予定です。
婚活イベントは20代を対象に日帰り交流イ

ベントを、30~40代を対象に１泊のイベント
を予定しています。

自主財源に使えるのはおおむね半分です。
寄附金の使いみちについては、広報等を
通じてお知らせします。

現時点ではワゴン車２台で公共交通の
空白時間帯に５時間運行する想定をし、
10月からの開始を予定しています。

町物産PRは、首都圏で町の産品を使っ
た飲食の提供や情報発信をしていただい
ているＰＲ店舗25件へ、町のパンフレットや
のぼり旗設置などをしています。
集客イベントは、昨年好評であったe-スポー

ツイベントを今年も開催する予算となります。

予算に計上しているのは古町川尻住宅７・
８号棟です。町営住宅の長寿命化を見据え、
その後は新中岩田住宅の整備を予定していま
す。
細かい修繕内容では、電気の不具合や水
漏れなど水回りの修繕が多くなっています。

佐藤　宗太
議員

五十嵐 一夫
議員

小畑　博司
議員

五十嵐 正康
議員

五十嵐 孝子
議員

政策
財務
課長

政策
財務
課長

産業
課長

建設
課長

政策
財務
課長

問

問

問

問

答

答

答

答

答

町はどこにお金をかけ　何を目指そうとしているのか予
算

審
査

家庭系ごみ処理
手数料の収入減の

根拠は。

町の全体的なごみの量が減ったことが
要因です。
それに伴い、町指定ごみ袋の購入量も減

少しています。
横山 　智代

議員

生活
課長

問 答

問
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第１回定例会

討
論

〜
高
額
療
養
費
の
限
度
額
引
き
上
げ
の
見
直
し
を
求
め
る

請
願
書
及
び
意
見
書
に
対
す
る
討
論
〜

請
願
を
受
け
付
け
た
２

月
19
日
に
は
、
高
額
医
療

費
の
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
が
、

３
月
17
日
全
面
凍
結
。
新
年
度
予

算
案
も
再
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

一
国
の
総
理
大
臣
が
全
面
凍
結
し

た
わ
け
で
す
か
ら
、
願
意
は
通
っ

た
と
思
い
ま
す
。

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
見
直
す

こ
と
と
あ
り
ま
す
が
、
全
面
凍
結

で
あ
り
ま
す
の
で
、
意
見
書
を
出

す
理
由
が
な
い
わ
け
で
あ
り
、
反

対
と
し
ま
す
。

山
口  　
享 

議
員

高
額
療
養
費
限
度
額
の

引
き
上
げ
が
多
く
の
国
民

の
声
の
高
ま
り
に
よ
り
凍

結
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
下
げ
、

廃
止
が
必
要
で
す
。

国
民
の
生
活
と
命
・
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
さ
ら
に
声
を
大
き
く

届
け
る
べ
き
で
す
。

横
山　
智
代 

議
員

「
高
額
療
養
費
の
限
度

額
引
き
上
げ
」は
、
物
価

が
上
が
っ
て
い
く
の
に
賃

金
や
年
金
上
が
ら
な
い
状
況
の
中
、

一
生
懸
命
に
生
活
を
保
ち
つ
つ
、

治
療
を
受
け
た
い
と
願
う
人
々
を

さ
ら
に
鞭
打
つ
も
の
で
す
。
制
度

利
用
者
の
負
担
増
は
も
と
よ
り
、

い
ま
ま
で
は
限
度
額
に
届
い
て
い

た
が
今
後
届
か
な
く
な
る
方
も
多

数
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
持
つ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
が
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
診
抑
制
や
治
療
中
断
、
重
症
化

の
問
題
な
ど
、
負
の
波
及
効
果
が

生
じ
る
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
は
誰
も
が
高
齢
者
と
な

り
、
ま
た
世
代
を
問
わ
ず
高
額
な

医
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
中
で
、
国
民
が
安

心
し
て
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
本
請
願
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

五
十
嵐
孝
子 

議
員

高
額
療
養
費
の
限
度
額

引
き
上
げ
の
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
旨
賛
同
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
3
月
7
日
に
石

破
総
理
に
よ
り
、
見
直
し
、
見
送

り
の
方
針
が
示
さ
れ
た
以
上
、
引

き
上
げ
の
見
直
し
は
達
せ
ら
れ
、

意
見
書
提
出
は
適
切
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

佐
藤　
宗
太 

議
員

石
破
総
理
は
ガ
ン
患
者

団
体
な
ど
の
悲
痛
な
訴
え

を
受
け
て
、
高
額
療
養
費

の
限
度
額
引
き
上
げ
見
直
し
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
難
病
を
抱
え
る

人
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
全
体
の

訴
え
で
あ
り
、
今
後
も
不
透
明
で

あ
る
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

小
畑　
博
司 

議
員

件　　名 請 願 者 紹介議員 結 果

第１号 緊急防災・減災事業債の期間延長及
び一層の充実を求める請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 採択

第２号 持続可能な農業の発展を築き、食料
自給率を高めるための請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 採択

第３号 高額療養費の限度額引き上げの見直
しを求める請願書について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 横山智代 採択

第４号 はたらく女性への健康配慮を求める
請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 継続

審査

第５号
福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書提出の請願につい
て

日本労働組合総連合会
福島県連合会両沼地区連合会
議長　檜山洋明

小畑博司 採択

請請 願願


